
令和３年度 九州国際大学付属高等学校

数 学 入学試験問題

問題用紙 （１～12 ページ） 試験時間 （50 分）

注 意 事 項

１. 試験問題は、試験開始の合図があるまで開けないこと。

２. 試験開始後、問題冊子の印刷の不具合などに気付いた場合は手を挙げて監督者に

申し出ること。

３. 解答は、すべて解答用紙に記入すること。

４. 計算機、定規、分度器、アラーム、携帯電話等の使用は禁止する。

５. 体調不良等の場合は、監督者に申し出ること。

６. 問題用紙は、各自持ち帰ること。



次の各問いに答えなさい。

⑴ 32 －（－ 3）3 ÷ 92 を計算しなさい。

⑵  ＋ 3×  － 
5
を計算しなさい。

⑶ 2＋ 5 － 6を因数分解しなさい。

⑷ ＝
5 ＋4
3 を について解きなさい。

⑸ 二次方程式 2 2－ 3 － 3 ＝ 0 を解きなさい。

⑹ 関数 ＝  のグラフ上に， 座標と 座標がともに正の整数となる点は全部でいくつある

か答えなさい。

⑺ Ｋ高校では，タブレットを利用して日々の学習記録を１時間単位で入力している。

下の図は，あるクラスの 11 人が入力した学習時間を，まとめたものである。

この 11 人が入力した学習時間について述べた文として，適当でないものを❞～❠の中から

１つ選び，記号で答えなさい。

－ 1－

大問 ～ のすべての問題に対する解答記入上の留意点

・ 答えに分数が含まれるときは，それ以上約分できない形で表しなさい。

・ 答えに√が含まれるときは，√をつけたままで答えなさい。ただし，√の中を最も小さい自然数に

しなさい。

・ 円周率はπを用いなさい。

・ 解答はすべて解答用紙の枠内に記入しなさい。
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❞ 平均値は３時間である。

❟ 最頻値は３時間である。

❠ 中央値は 2.5 時間である。
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⑻ ３枚の硬貨を同時に投げるとき，ちょうど２枚が表となる確率を求めなさい。

⑼ 直径４㎝の半円を，直線ℓを軸として一回転させてできる立体の体積を求めなさい。

⑽ 図のように，正五角形ＡＢＣＤＥと平行な２直線ℓ，mがあり，ℓ，mはそれぞれ点Ａ，Ｃ

を通っている。

このとき， の大きさを求めなさい。
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下のように，自然数を１から順に並べていく。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ ７行目４列目の数を求めなさい。

⑵ 2021 は何行目何列目であるか求めなさい。

⑶ １行目２列目の２と，その右下の９，９の右下の 16 の３数について，９を２乗した数から２

と 16 の積を引くと 49 になる。

は自然数， ＝１，２，３，４とする。

行目 列目の数を ，

（ ＋１）行目（ ＋１）列目の数を ，

（ ＋２）行目（ ＋２）列目の数を

とするとき， 2－ ＝ 49 になることを， ， を を用いて表すことにより証明しなさい。

－ 3－

２

１列目 ２列目 ３列目 ４列目 ５列目 ６列目

１行目 １ ２ ３ ４ ５ ６

２行目 ７ ８ ９ 10 11 12

３行目 13 14 15 16 17 18

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

１列目 ２列目 ３列目 ４列目 ５列目 ６列目

１行目 １ ２ ３ ４ ５ ６

２行目 ７ ８ ９ 10 11 12

３行目 13 14 15 16 17 18

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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図のように，関数 ＝ 2 …… ① のグラフ上に３点Ａ，Ｂ，Ｃがある。点Ａ，Ｂ，Ｃの 座

標をそれぞれ－２，－１，２とする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 直線ＢＣの式を求めなさい。

⑵ ＢＣ//ＡＤとなるような点Ｄを①のグラフ上にとるとき，点Ｄの座標を求めなさい。

⑶ ⑵のとき，点Ｐを①のグラフ上にとったところ，△ＰＡＣと四角形ＡＢＣＤの面積が等しく

なった。このとき，点Ｐの座標を求めなさい。ただし，点Ｐの 座標は正とする。

－ 5－
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リュウ君とマイさんは夏休みに＜工作課題＞に取り組んだ。ただし，部品の値段については消

費税を考えないものとする。

＜工作課題＞

部品①，部品②，部品③を合わせて 20 個使い，ひとつの作品を作りなさい。

※部品は各自でお店に行って購入しなさい。部品①，部品②，部品③の１個あたりの値段は

それぞれ 100 円，200 円，600 円です。

以下は，工作課題についてのリュウ君とマイさんの会話である。

【リュウ君とマイさんの会話】
リュウ君：夏休みの工作課題は完成した？僕は必要な部品を購入したけど，まだ完成してないよ。
マイさん：私も必要な部品を購入しただけで，まだ完成してないよ。リュウ君の購入金額はいく

らになった？
リュウ君：合計で 6900 円だったよ。マイさんも僕と同じお店で買い物したよね？
マイさん：うん。同じお店で購入したよ。でも，私が買い物に行ったとき，必要な部品①～③が

それぞれ 1個ずつ足りなかったから，とりあえず，お店に置いてある分を購入して，
後日足りない分だけを購入するためにもう一度買い物に行く事になったよ。１回目の
買い物が終わって店を出る時に，店員さんから２割引の券をもらったから，２回目の
買い物ではその割引券を利用して購入したよ！

リュウ君：マイさんが最初に買い物に行ったときに部品が足りなかったのは，僕が前日に買い物
に行ったからかもしれないね。マイさんは，僕より部品①が１個多く必要だし，僕が
部品③を８個も購入したからね。

次の各問いに答えなさい。
⑴ リュウ君が購入した部品①の個数を 個，部品②の個数を 個とする。 ， を用いて，部品
の個数についての式と購入金額についての式をつくり， 内に適する式を入れなさい。

＝ 20

＝ 6900

⑵ マイさんが２回目の買い物で支払った金額を求めなさい。

⑶ マイさんが１回目と２回目の買い物で支払った合計金額は，リュウ君の合計金額よりも1080円
安かった。
このとき，リュウ君とマイさんが購入した部品①～③の個数をそれぞれ求め，解答欄の表を完
成させなさい。

－ 7－
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図のように，平行四辺形ＡＢＣＤがある。２辺ＡＤ，ＣＤの中点をそれぞれＥ，Ｆとし，

線分ＡＦと線分ＢＥの交点をＧ，対角線ＡＣと線分ＢＥの交点をＨとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ △ＡＨＧ△ＦＥＧの証明を完成させなさい。

ただし，【ア】【イ】には下の 語群 から選び，番号で答え，【ウ】については最も適する相似
条件を書きなさい。

語群

① ＥＦＧ ② ＦＧＥ ③ ＦＥＧ ④ ＧＡＨ ⑤ ＡＨＧ ⑥ ＡＧＨ

⑵ ＡＨ：ＨＣを最も簡単な整数の比で表しなさい。

また，ＨＧ＝２のとき，線分ＧＥの長さを求めなさい。

⑶ 四角形ＥＨＣＤの面積は，△ＡＨＧの面積の何倍になるか求めなさい。

－ 9－

５

(証明）
△ＡＨＧと△ＦＥＧにおいて

ＡＧＨ＝【 ア 】 （対頂角）
中点連結定理から，ＥＦ//ＡＣなので

【 イ 】＝ＧＦＥ (錯角)
以上より 【 ウ 】ので
△ＡＨＧ△ＦＥＧ （証明終わり）
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図のように，１辺の長さが 12 ㎝の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがある。辺ＡＢ上に点Ｐをとり，

線分ＰＢ，ＰＦ，ＰGの中点をそれぞれＬ，Ｍ，Ｎとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ △ＬＭＮの面積を求めなさい。

⑵ 点Ｐが辺ＡＢ上を点Ａから点Ｂまで動くとき，△ＬＭＮが動いてできる立体の体積を求めな

さい。ただし，点Ｐが点Ｂに重なったときは，３点Ｐ，Ｌ，Ｂは一致するものとする。

⑶ 辺ＡＥ，ＥＦ，ＢＣの中点をそれぞれＱ，Ｒ，Ｓとする。点Ｑを通り，面ＡＢＣＤに平行な

平面で四面体ＱＲＳＨを２つに分け，点Ｒを含む方の立体の体積をV１とし，点Ｓを含む方の

立体の体積をV２とする。

このとき，V１：V２を最も簡単な整数の比で表しなさい。

－ 11 －
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